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世界景気の回復などを受け、日本の企業業績は改善傾向にあります。2010年度の東証1部上場企業
（除く金融）の企業業績は、経常利益ベースで＋45％と高い増益率が見込まれています。

一般に、株価は長期的には企業業績を反映するといわれていますが、現在の業績は既に株価に反映
されていることもあるため、将来の業績に対する見通しや期待がより重要になるとみられます。
足元の株式市場において、2010年度の企業業績予想がどの程度株価に織り込まれているかを計るこ
とはできませんが、大幅増益に対する確信が増すことや、一段の業績改善傾向が見られることなどが、
今後の株価上昇の鍵になるとみられます。

現在、欧米各国の中央銀行が異例の金融緩和策からの「出口」を模索しつつあるのに対し、日銀は長
期にわたって低金利政策を維持するとみられていることから、長期的には円安との見方が広がってい
ます。こうしたことは、円安による輸出関連企業の業績を押し上げ、ひいては企業業績の一段の上振
れ期待につながると考えられます。
短期的には、為替市場における円高の進行や中国の金融引き締め・南欧の財政問題に対する警戒感
などが株式相場の重石となっていますが、このような外部環境が落ち着いた場合の上昇余地に加え、
円安傾向となった場合の上昇余地が見込まれるなど、日本株式の魅力が増しているように思われます。
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企業業績の改善による株価上昇に期待

楽読
（ラクヨミ）

Ｖｏｌ.219

※信頼できると判断したデータをもとに日興アセットマネジメントが作成
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ＴＯＰＩＸ（東証株価指数）と
東証1部上場企業（除く金融）の経常利益合計の推移
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期間：【ＴＯＰＩＸ】2000年3月末～2010年2月末、 【経常利益合計】2000年～2010年（予想※）

（年度）

※2010年2月末時点

※上記は過去のものおよび予想であり、将来の運用成果等を約束するものではありません。


